
お茶高SGHについて

女性の力をもっと世界に！

〜めざせ未来のグローバル・リーダー〜

SGH連絡会・分科会２

お茶の水女子大学附属高等学校
研究部 葛西・玉谷・山川



本日のプログラム

１．お茶の水女子大学附属高校について

２．お茶高SGH事業概要について

３－１．「持続可能な社会の探究Ⅰ」

３－２．生命と環境領域「生命・医療・衛生」

４．「持続可能な社会の探究Ⅰ」報告会の様子

５．探究活動（特に発信）とその評価に関する情報

交換



お茶の水女子大学附属高校

全日制普通科３６０名（女子のみ）

：１学年３クラス（４０人）

約半数は附属中学校から連絡進学
理系希望が約４割
部活：運動部８，文化部12，同好会８

教職員：校長，副校長，主幹，教諭21，養護教諭１，
非常勤講師20，T.T.20，ALT１，外国人特別講師１，
事務職員２，国際交流アドバイザー１，
学校司書（非常勤）１，用務員（非常勤）１



お茶高の教育目標

・基礎・基本を重視し、広い視野と確
かな見方・考え方を持つ生徒を育てる。
・自主・自律の精神を備え、他者と協
働していくことのできる生徒を育てる。
・社会において有為な教養高い女性を
目指し、真摯に努力する生徒を育てる。



必修 選択 必修 選択 必修   選択

国 語 総 合 5  

現 代 文 B 2 2

古 典 B 3

国 語 表 現 2

古 典 A 甲 2

古 典 A 乙 1

教 養 基 礎 「 国 語 」 Ⅰ 1

教 養 基 礎 「 国 語 」 Ⅱ 1

教 養 基 礎 「 古 典 読 書 」 Ａ 2

教 養 基 礎 「 古 典 読 書 」 Ｂ 2

日 本 史 Ａ 2  

日 本 史 Ｂ  4

世 界 史 Ａ 2  

世 界 史 Ｂ  4

地 理 Ｂ  3

グ ロ ー バ ル 地 理 2

地 理 演 習 1

倫 理 2

政 治 ・ 経 済 2

公 民 演 習 2

数 学 Ⅰ 3

数 学 Ⅱ 3

数 学 Ⅲ 6

数 学 Ａ 2 2

数 学 Ｂ 2 2

教 養 基 礎 「 数 学 」 Ⅰ 1

教 養 基 礎 「 数 学 」 Ⅱ 1

教 養 基 礎 「 数 学 」 Ⅲ 2

物 理 基 礎 2  1

物 理  5

化 学 基 礎 2  1

化 学  5

生 物 基 礎 2  1

生 物  5

地 学 基 礎 2 2

体 育 2 2 3

保 健 1 1

音 楽 Ⅰ 2

音 楽 Ⅱ 2

音 楽 Ⅲ 2

美 術 Ⅰ 2

美 術 Ⅱ 2

美 術 Ⅲ 2

書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2

音 楽 表 現 2 2

美 術 表 現 2 2

コ ミ ュニ ケー シ ョ ン 英 語 Ⅰ 4  

コ ミ ュニ ケー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 4  

コ ミ ュニ ケー シ ョ ン 英 語 Ⅲ  2

英 語 表 現 Ⅰ 1  

英 語 表 現 Ⅱ  2

英 語 会 話  2

教 養 基 礎 「 英 語 」 Ⅰ 1

教 養 基 礎 「 英 語 」 Ⅱ 1

教 養 基 礎 「 英 語 」 Ⅲ 2

 家　庭 家 庭 総 合 1 2 1

 情　報 社 会 と 情 報 2

総合的な 持続可能な 社会 の探 究 Ⅰ 2

学習の時間 持続可能な 社会 の探 究 Ⅱ 1

1 1 1

35 35 12 7～23

 芸　術

 外 国 語

ホ ー ム ル ー ム

 計

保　健
体　育

教 育 課 程
 平成29年度入学生用カリキュラム表

 教　科   科　　　　　　目
１年 ２年 ３年

 国　語

地　理
歴　史

 公　民

 数　学

 理　科
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お茶高は行事が多い

主な自治会主催行事

自治会選挙（４・１０月），

新入生歓迎会（４月）

自治会総会（６・１０月）

卒業生歓送会（３月）

< 輝鏡祭>

体育祭（５月）

文化祭（９月）

ダンスコンクール（10月）

２年生を中心に，
全生徒が係に属し，
運営を担当



１年合宿
（５月,２泊３日，諏訪方面）

２年フィールドワーク
（５月，終日，都内近郊）

３年沖縄修学旅行
（４月,４泊５日）
＊上記の行事はSGH化によりフィールドワーク
として位置づけ，実施方法・内容等を変更した

農場実習
（１年生：年４回，２年生：年２回，東村山市）

お茶高は校外学習が多い



お茶高SGHで育てる生徒像
・確かな基礎学力と広い教養を身につけ、
社会の諸課題に高い関心を持つ生徒

・社会の様々な分野における問題を発見
し、異なる文化的背景を持つ人々と
共生・協働して、解決する意欲と能力を
持つ生徒

・英語を含む言語活用能力・論理的思考
力・プレゼンテーション能力・ＩＣＴ
活用能力の高い生徒



取組の実施・評価
１年目～３年目

改善と発展・発信
４年目～５年目

お茶の水女子大学の
( グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 推 進 事 業 実 施 中 )

全資源の日常的な活用
学外の組織との連携

国際交流

チーム

外国語

教育センター

リーダーシップ

養成教育研究センター

グローバル人材

育成推進センター
教授陣

グローバル

協力センター

グローバル

教育センター

外国語 e-learning システム

大学の留学生・学生
チューターの活用

サマープログラム
（英語・日本語）

大学図書館の活用
グローバルスタディーコーナー

大学公開授業の活用

国際NGOとの連携

日本IBMとの連携
女性が活躍する
グローバル企業に学ぶ

タイ王国大使館や
チュラーロンコーン
大学附属学校との交流

台北一女
課題研究を通じて交流

イオン１％クラブ
アジアの高校生の
多国間交流事業

教養教育

持続可能な社会の探究Ⅰ

３年生必修

世界の環境、資源・エネルギー、災害、生活・文化、人口、ジェンダーなどの

グローバルな社会的課題を広く学び、２・３年次の基礎をつくる。１年生必修

１年次に培った興味・関心に基づき、「持続可能な社会の探究」という テーマに沿った具体的な課題（平和、人権、ジェンダー、環

境、開発、資源・エネルギー、食糧、人口、民族、文化など）を設定して探究的活動を行い、課題設定及び解決能力を身につける。

教 養 教 育
をめざす教育課程

グ ロ ー バ ル 講 座
文理を問わず幅広く
必 修 科 目 を 履 修

グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る
専門家･卒業生等による講演会

自 主 ・ 自 律
生徒が主体的に
運営する学校行事

特 別 活 動 に よる

大学教員との共同
カリキュラム開発

教 養 基 礎
学 校 設 定 科 目

2年次までの探究活動をふまえ、社会的課題を発見する力・解決する力を高

め、発信活動を行う。

高 大 接 続

東工大

高 大 接 続

お茶大

お茶の水女子大学附属高等学校
スーパーグローバルハイスクール構想 女性の力をもっと世界に！

目指せ 未来のグローバル・リーダー

国際社会の平和と持続可能な発展に寄与する人材

お茶の水女子大学の全学的な支援・連携

２年生必修

持続可能な社会の探究Ⅱ

グローバル地理

生命と環境領域
経済発展と環境

生命・医療・衛生

経済と人権領域
国際協力とジェンダー
国際関係と課題解決

文化と表現領域
情報技術と創造力
言語に依存しない情報発信



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 携・評 価・発 信 

 
海外・大学・他校との連携の担当者(A) 

 

高校組織 

「グローバル地理」担当者 

 

ＳＧＨの研究成果をホームページ等で発信する担当者(C) 

学長 

アドバイザリーボード 

大学と高校の事業を統合的に管理運営し「キャンパス全体のグローバル化」を進める 

大学事務部門 

運営指導委員会 

国際交流・教務・環境安全チーム 

学外専門家による指導 

 

大学組織 

海外研修 担当者 
教養教育・課題研究を含むＳＧＨ全体の評価および分析の担当者(B) 

 「探究Ⅱ」担当者 

 

「探究Ⅰ」担当者 

 

課題研究 

 

 

課題研究 

 

 

課題研究 

 

 

学校設定科目「教養基礎」を含む全教科の担当者 

教 養 教 育 

企業・国際機関・海外提携校・同窓会 

グローバル人材育成・男女共同推進

本部 

  

拡大研究部会（研究部および各課題研究主担当） 

 

 

計画全般の指導、課題研究への専門家としての協力 

附属学校部 
研究開発全般のサポートと経理事務 



グローバル地理

1学期

諏訪FWを通して探
究の技能を学ぶ

2学期

グローバルな社会
的課題を学ぶ

3学期

諸課題を通して，
地域を学ぶ

・世界の環境，資源・エネルギー，災害，生活・文化，人口，ジェンダーなどのグ
ローバルな社会的課題に関する分野・領域を広く学習し，興味・関心を高める
とともに，幅広い教養を身につける。
・専門分野の研究者による講義を受講し，専門的な学問への興味・関心を高め，
当該分野への知識を深める。
・探究的な学習を行い，その成果を個人やグループでレポートにまとめるととも
に，文化祭や校内発表会，外部の高校生対象論文コンクール等で発表する。



持続可能な社会の探究Ⅰ

生命と環境領域･･･経済発展と環境
生命・医療・衛生

経済と人権領域･･･国際協力とジェンダー
国際関係と課題解決

文化と表現領域･･･情報発信と創造力
言語に依存しない情報発信

１年次に培った興味・関心に基づき、「持続可能な社会の
探究」という テーマに沿った具体的な課題を設定して探究
的活動を行い、課題設定及び解決能力を身につける。

2016年度に構想調書の変更が認められ，持続可能な社会の探究Ⅰとグ

ローバル総合を融合させた。３講座を新設するとともに，３つの領域
を設定



持続可能な社会の探究Ⅱ

【活動内容】
英字新聞の作成
（Japan Times のプログラム）

【活動目標】
「他者と協力して活動」
「まとまりのある英文を書く」
「ICTの活用」

2年次までの探究活動をふまえ、社会的課題を発
見する力・解決する力を高め、発信活動を行う。



SGH科目等の評価

グローバル地理（学校設定科目）

：評価対象･･･考査，レポート，プレゼン，取り組み

全体の評価規準を作成

探究活動の発信に関する評価規準を作成中

持続可能な社会の探究Ⅰ（総合的な学習の時間）

：評価対象･･･論文，レポート，プレゼン，取り組み

講座ごとに評価規準/ルーブリックを作成して評価

持続可能な社会の探究Ⅱ（総合的な学習の時間）

：評価対象･･･英字新聞作成に向けた提出物，取り組み

マスタールーブリックを作成→クラス担当者が評価
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国際協力とジェンダー
国際関係と課題解決

文化と表現領域
情報技術と創造力
言語に依存しない情報発信



持続可能な社会の探究Ⅰの主なスケジュール

成果発表会→1年生へのレクチャー

論文作成

文化祭で発信

中間報告会

フィールドワーク→報告会



持続可能な社会の探究Ⅰ

生命と環境領域
「生命・医療・衛生」 講座報告



取組の実施・評価
１年目～３年目

改善と発展・発信
４年目～５年目

お茶の水女子大学の
( グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 推 進 事 業 実 施 中 )

全資源の日常的な活用
学外の組織との連携

国際交流

チーム

外国語

教育センター

リーダーシップ

養成教育研究センター

グローバル人材

育成推進センター
教授陣

グローバル

協力センター

グローバル

教育センター

外国語 e-learning システム

大学の留学生・学生
チューターの活用

サマープログラム
（英語・日本語）

大学図書館の活用
グローバルスタディーコーナー

大学公開授業の活用

国際NGOとの連携

日本IBMとの連携
女性が活躍する
グローバル企業に学ぶ

タイ王国大使館や
チュラーロンコーン
大学附属学校との交流

台北一女
課題研究を通じて交流

イオン１％クラブ
アジアの高校生の
多国間交流事業

教養教育

持続可能な社会の探究Ⅰ

３年生必修

世界の環境、資源・エネルギー、災害、生活・文化、人口、ジェンダーなどの

グローバルな社会的課題を広く学び、２・３年次の基礎をつくる。１年生必修

１年次に培った興味・関心に基づき、「持続可能な社会の探究」という テーマに沿った具体的な課題（平和、人権、ジェンダー、環

境、開発、資源・エネルギー、食糧、人口、民族、文化など）を設定して探究的活動を行い、課題設定及び解決能力を身につける。

教 養 教 育
をめざす教育課程

グ ロ ー バ ル 講 座
文理を問わず幅広く
必 修 科 目 を 履 修

グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る
専門家･卒業生等による講演会

自 主 ・ 自 律
生徒が主体的に
運営する学校行事

特 別 活 動 に よる

大学教員との共同
カリキュラム開発

教 養 基 礎
学 校 設 定 科 目

2年次までの探究活動をふまえ、社会的課題を発見する力・解決する力を高

め、発信活動を行う。

高 大 接 続

東工大

高 大 接 続

お茶大

お茶の水女子大学附属高等学校
スーパーグローバルハイスクール構想 女性の力をもっと世界に！

目指せ 未来のグローバル・リーダー

国際社会の平和と持続可能な発展に寄与する人材

お茶の水女子大学の全学的な支援・連携

２年生必修

持続可能な社会の探究Ⅱ

グローバル地理

生命と環境領域
経済発展と環境

生命・医療・衛生

経済と人権領域
国際協力とジェンダー
国際関係と課題解決

文化と表現領域
情報技術と創造力
言語に依存しない情報発信



講座の概要

・ 2016年度から新設の３講座のうちの１つ
・ 講座担当教員：理科（生物）、保健体育科

初年度（2016年度）の生徒探究テーマ一覧

・ お茶高生と考える出生前診断

・ Hair Donation（髪の毛の寄付）活動の普及を目指す

・ 心の健康と体の健康のセルフチェック方法

・ コンビニ商品を活用した健康のための食生活

・ 子宮頸がんワクチンへの賛否の実情

・ 合理的選択による臓器提供の拡大

・ 宇宙旅行を身近にするには

・ 在宅医療の可能性を探る

・ 途上国における乳幼児死亡率の改善と安全な出産のために



1

学
期

年間の流れ（2016年度）

・ 探究活動のグルーピング（受講生20名）

・ フィールドワークとその報告会

・ 外部講師による講義

● 独立行政法人国際協力機構（JICA）

国際協力専門（保健） 萩原明子氏

● お茶大大学院人間文化創成科学研究科

飯田 薫子 准教授

● お茶大大学院人間文化創成科学研究科

沼部 博直 教授

・ 校外学習

● 東京大学医科学研究所

新領域創成科学研究科 内丸 薫 研究室



5月 フィールドワーク
午前：講座全員で国立国際医療研究センター

同センター国際医療協力局 土井 正彦 氏

同センター感染症対策専門職 堀 成美 氏

同センター産婦人科医 定月 みゆき 氏

午後：班ごとに生徒が交渉した訪問先

日本臓器移植ネットワーク、JAXA、日本栄養士会、

国立健康・栄養研究所、国立感染症研究所など



5月 フィールドワークの報告会

「経済発展と環境」講座と合同

１グループ５分という上限のみ指定したが・・・



お茶大や外部講師の方々による講義

 生活習慣病について

 途上国における母子手帳普及の取り組み

 遺伝子診断、遺伝子治療と遺伝カウンセリング



東京大学医科学研究所（研究室見学とご講義）、

同キャンパス内の近代医科学記念館見学

７月 校外学習



夏
休
み

年間の流れ（2016年度）

・ 探究テーマに関する書籍２冊以上を読む
（著者の立場の異なるもの）

2
学
期

・ 探究活動の開始
文献調査、アンケート調査、
フィールドワーク、校内での呼びかけ活動、
動画の作成 など･･･

しかし・・・
1学期の外部講師による講義や校外学習を通じて、
探究テーマ変更を申し出る生徒が複数



11月 中間発表会 「経済発展と環境」と合同



・ 成果物の作成 ： 論文、ポスター、動画、WEBページ、
高校生（後輩）向け教材など

冬休み・３学期



「生命・医療・衛生」初年度をふりかえって

・ 1学期のFWや外部講師による講義は、生徒に好評

・ FWや講義を受けて複数の生徒がテーマ変更し、

探究活動の開始時期が遅れた

・ 課題設定の難しさ（倫理的問題など、解決策をひとつ

に示すことができないテーマをどう指導するか）

・ 年度当初の基本的知識の不足

（生物をはじめとする他科目との兼ね合い）



２年目の今年度は・・・

・ 1学期は、FWや講義を通じて広く知識を得る方針

は変わらず。

ただし、漫然と知識を得る場ではないことを指導。

・ 1学期末までに、「プレ論文」の執筆

探究の目的、成果、展望を一度文章化する機会

引用・参考文献など、フォーマットを守る練習

・ 倫理的課題を含む場合は特に、成果物の発信相手

を早期からイメージする指導

・ WEBよりも文献にあたる習慣づけ

（春休みに２冊、プレ論文執筆のために2冊以上）



今年度これまでの取り組み

２月 講座配属決定（23名）

３月 前年度本講座所属の先輩から、
探究活動のノウハウを直に聞き取る機会



今年度これまでの取り組み

春休み テーマ関連書籍２冊以上

５月 フィールドワークとその報告会
午前：全員で国立健康・栄養研究所

午後：班ごとに生徒が交渉した訪問先

国立感染症研究所、

東京都医学総合研究所、

国立科学博物館、

上田医院、日本医師会



今年度これまでの取り組み

・ 外部講師による講義

● お茶大大学院人間文化創成科学研究科

四元 淳子 教授

● 東京医科歯科大学附属病院 感染制御部

貫井 陽子 准教授

・ 校外学習

● JICA地球ひろば

国際協力専門（保健）

萩原明子氏

● 目黒寄生虫館



2017年度の取組み ～探究ⅠＦＷ報告会～

2017年5月12日（金） フィールドワーク実施
訪問先･･･IOM駐日事務所，アスクル株式会社，医療法人社団和幸会，INHEELS，

AAR JAPAN，カルビー株式会社，国立科学博物館，国立感染症研究所，国立健康・

栄養研究所，国連UNHCR協会，サイバーディフェンス研究所，JVC，JETRO アジア

経済研究所，JEN，JICA地球広場，上智大学下川研究室，消費者庁，選挙ドットコ

ム株式会社，WFP協会，TEPIA 先端技術館，東京視覚障害者協会，東京大学人文社

会系研究科心理学研究室，東京大学大気海洋研究所，東京大学都市デザイン研究室，

東京地下鉄株式会社，東京都医学総合研究所，東京都中途失聴・難聴者協会，日産ス

タジアム事業課，日本医師会館，日本観光振興協会，日本マイクロソフト，日本ユニ

セフ，農林水産省林野庁，パルシステム，パレスチナ子どものキャンペーン，プラ

ン・インターナショナル・ジャパン，保健会館新館，ホテルメトロポリタン，UDS株

式会社浅草BUNKA HOSTEL TOKYO，Liv：ra

報告会･･･ 5/17（水） 生命と環境領域，文化と表現領域

5/31（水） 経済と人権領域



探究ⅠＦＷ報告会 ～生命と環境領域5/17～

＊生命と環境領域の報告会（相互評価の視点、ポイント説明）の様
子をご覧ください。



探究ⅠＦＷ報告会 ～生命と環境領域5/17～
＊生命と環境領域の報告会の様子をご覧ください。



探究ⅠＦＷ報告会 ～生命と環境領域5/17～
＊生命と環境領域の報告会の様子をご覧ください。
→ 当日配布された評価用紙を使って評価をしてみてください。



探究ⅠＦＷ報告会 ～5/31 経済と人権領域～
＊経済と人権領域「国際協力とジェンダー」の報告会の様子をご覧ください。
→ 当日配布された評価用紙を使って評価をしてみてください。



探究ⅠＦＷ報告会 ～5/31 経済と人権領域～
＊経済と人権領域「国際関係と課題解決」の報告会の様子をご覧ください。
→ 当日配布された評価用紙を使って評価をしてみてください。



探究ⅠＦＷ報告会に向けて ～5/17 経済と人権領域～
＊経済と人権領域「国際関係と課題解決」のFW振り返り学習の様子を
ご覧ください。



探究ⅠＦＷ報告会に向けて ～5/17 経済と人権領域～

＊経済と人権領域「国際関係と課題解決」のFW講座内報告の様子を
ご覧ください。



「国際協力とジェンダー」「国際関係と課題解決」の相互評価，
自己評価，教員の評価

探究ⅠＦＷ報告会に向けて ～5/31 経済と人権領域～

国際協力と
ジェンダー

国際関係と
課題解決

A1 A2 a1 a2
S（人） 3 2 2 4
A（人） 23 16 13 19
B（人） 3 12 14 7
C（人） 0 0 1 0

自己評価１ B A B A
自己評価２ S S A S
自己評価３ A B B S
自己評価４ A B B A
自己評価５ S A C S
担当者の評価 A B B B

相互評価

評価項目

A1 A2 a1 a2
S（人） 2 1 4 0
A（人） 23 21 20 14
B（人） 7 11 10 13
C（人） 0 1 0 2

自己評価１ A B A B
自己評価２ A B A B
自己評価３ B B B B
担当者の評価 B C B C

評価項目

相互評価



ワークショップ （3０分）

②全体での共有 1分×9班
＊グループで話し合った「課題」と「その改善策」を報告し
てください。

①グループでの話し合い 15分
＊グループ内で、それぞれの評価を比較してください。
＊本校のフィールドワークの実施方法や、報告会の実施方法、そ
の評価方法について、意見を交換してください。

＊それぞれの勤務校における探究活動やその評価の方法等につい
て、意見を交換してください。
⇒ 話し合いながら、付箋や紙を利用して、グループで探究

活動やその評価にともなう「課題」と「その改善策」を
まとめてください。



ありがとうございました。


